






要約:Wilson 病の全国調査を実施し、425 例の Wilson 病患者の調査表が集まった。425 例

の Wilson 病症例について、(1)発病から診断確定あるいは治療開始までの期間、(2)症型

別・年齢区分別の頻度、(3)家族歴、(4)D-ペニシラミンの服薬状況、(5)D-ペニシラミンの

副作用発現頻度、(6)低銅食の実施状況、(7)転帰および現在の状況等の項目を中心に集計

し、本症の生活管理・指導を主とする長期管理上の問題を検討した。 


